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   この白い砂はどこへ！！ 

                                                  
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                
                                                

 
港湾工事では、今年多幸湾の泊地整備でしゅんせつした砂を、ガット船に積み込みお台場海浜公園の

人工海浜と神津島前浜海岸へ有効活用しました。 
お台場海浜公園は、ビーチバレーボール大会など年間多くのイベントが開催される砂浜で、神津島の白

い砂が求められていました。今回、９月のビーチバレー（ジャパンカップ）に合わせるため、詳細な工程調整

を図り短期間での作業で行いました。なお、お台場への養浜は来年も行われる予定です。 
～主な事業の内容～  

お台場海浜公園へ敷均しする量   ２，５５０ｍ３ 
前浜海岸へ敷均しする量       ９，７６０ｍ３ 

お台場へ出かけた際には「この砂は神津島から運んだ砂」とＰＲしてください。 



 

   これで観光客も安心！！ 

  
管理事務所では夏季シーズン対策として約一ヶ月間、本船が神津島港に接岸する際、利用者の安全を

図るため歩道を確保し誘導を実施しました。これは、神津島港岸壁が三浦特目岸壁に比べ幅員が狭く、

車両と歩行者を分離しないと非常に危険な状態になるためです。方法としては、岸壁の根本附近をパイ

ロンで仕切り、車両通行帯と歩行者通行帯に分け、工事事務所の協力により工事ヤードの一部を臨時駐

車場として整備してもらい、車両はそちらへ誘導しました。また、歩行者通行帯から車両通行帯へ人がは

み出さないよう整理を行いました。期間中は事故等もなく無事終了することができました。島民のみなさ

んのご協力に感謝いたします。 

             

このパイロン

で人と車を分

離して安全を

確保しました。 

 

    

職員の誘導で期間中は

無事故でした。 

 
 
 
 

港湾・空港へのご意見、ご要望、ご質問は下記まで 
◆大島支庁神津島港湾空港管理事務所     電話：０４９９２－８－１３１１  ＦＡＸ：８－１３１３ 
◆大島支庁神津島出張所港湾空港工事担当  電話：０４９９２－８－０３１１  ＦＡＸ：８－０３１３ 


